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□ 特に注意していたださたいこと、 
(安全のために必すお守りください） 
* 灯油の廃棄について 
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このたびは、コロナ石油フアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありがとうございま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる方がい 
つでも見られる所に「保証書」と共に大切に保 
管してください。 


A 危険 


△警告 

換気必要 

1 時間に 1 〜 2 回 j 

KEROSENE ONLY 


[寝るとき消火 1 

(スプレー缶厳禁) 

ガソリン使用禁止 


△注意 

使用燃料：灯油 


変質した持ち越し灯油 
使用厳禁 


コロ ナ石油フアン ヒーター （強制通気形開放式石油ストーブ) 

取扱説明書 



点検•その他 




































































































3 特に注意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 


< > 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容 
をよく理解してから本文をお読みください。 

八 この表示を無視して、誤った取り扱い 

/|\ をすると、人が死亡、重傷を負う危険 

/ ： \ rlM または火災の危険が差し迫って生じる 

4 - 1 ことが想定される内容を示しています。 

絵表示の例 

/V △記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 
/|\ 図の中に具体的な注意内容 （ 左図の場合は一般的な注 
’ * 、意）が描かれています。 

G 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

1図の中や近傍に具体的な禁止内容 （ 左図の場合はガソ 
リン禁止）が描かれています。 

❶記号は行為を指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容 （ 左図の場合は一般的な行 
為の指示）が描かれています。 

A この表示を無視して、誤った取り扱い 

/|\ をすると、人が死亡、重傷を負う可能 

/ ： \ □ 性または火災の可能性が想定される内 

€ 容を示しています。 

八 . ^ この表示を無視して、誤った取り扱い 

/|\ ♦了 をすると、人が傷害を負う可能性や物 

/ ： \ /in 的損害の発生が想定される内容を示し 

’ ■ ています。 

/ 



△危険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
火災の原因になります。 



△警告 (WARNING) 


スプレー击厳禁 


スプレー缶やカセツトこんろ用ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレー缶の圧力が上がり爆発し、 
危険です。 


►特に、ボンベがセツトされたカセツトコン□など危 
険ですので、温風のあたるところには置かないでく 
ださい。 



温風吹出口をふさがない 

參衣類、紙などで温風吹出□や空気 
取入□をふさがないでください。 
衣類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や火災の原因になります。 

參スI ブガー ドなどの囲いに干し 
物を掛けたり、衣類 • 紙などで温 
風吹出□や空気取入□をふさいだ 
場合や、カーテンなどで背面の温 
風空気取入□がふさがれると、本 
体が過熱して、操作部などが変形 
したりやけどや故障 • 破損するな 
ど大変危険です。 




寝るとき消火 

寝るときや外出するときは、必す消 ノ 〆 . 

火してください。又、人目の届かな 
いところでは、使用しないでください。 

不完全燃焼や異常燃焼 • 火災のおそ 
れがあります。 

換気必要 

換気せすに使用しつづけないでくだ 
さい。 

酸素が不足すると、不完全燃焼し、 

一酸化炭素などが発生して中毒にな 
るおそれがあります。 

使用中は必す1時間に1〜2回 （ 1 
〜2分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 
換気が十分におこなえない場所(窓が凍結している部屋、 
地下室など)では、使用しないでください。 


© 


.ク 





可燃性ガス使用厳禁 

ファンヒーターを使用している部屋 
で、可燃性ガスが発生するもの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使用しないでください。 
火災や故障の原因になります。 



可燃性ガス 





















































△ 注意 (CAUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいもののそば、 
ほこりの多い場所などでは使用しな 
いでください。 

火災が発生するおそれがあります。 



指や異物を入れない 

温風吹出□やファンヒーターの内部 
には、紙■布 ■ プラスチックなどの 
異物を入れないでください。 

発煙_発火のおそれがあります。 

温風空気取入□の中に、指や棒など 
を差しこまないでくださレ。 

けがをするおそれがあります。 


0 





油漏れ確認 

給油□は確実にしめ、給油□を下に 
して、油漏れがないことを確かめて 
ください。 

給油口が確実にしまってしヽないと簡 
単に開いて' 火災のおそれか'あります。 



❶ 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコン tz ントに根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使 
用しないでください。火災の原因になります。 
ぬれた手での抜き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など異 
常を感じたときは使用しないでくだ 

異常燃焼のおそれがあります。 

0 


>緊急時は電源プラグを抜いて消火してください。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コ 
ードを持って引き抜かないでください。 
火災や感電の原因になります。 


❶ 




給油時消火 

給油は、必す消火し r からおこない、 
こぼれた灯油は、よくふきとつてく 
ださい。 

火災のおそれがあります。 



0 



シリコーン配合製品 


シリコーン配合製品を使用しない 

フアンヒーターをご使用のお部屋 
では、枝毛用コート液 ■ 化粧品 • 

つや出し剤などシリコーン配合の 
商品を使用しないでください。 

燃焼部にシリコーン酸化物が'付着 
し、点火5スや途中消火などの原 
因となります。 

また、シリコーンか'原因の修理は 
保証期間内でも有料となります。 


シリコーン配合の商品には、 

* ヘアケア製品 

(ヘアートリートメント、ムース、枝毛用コート液） 
• 家具や床のつや出し剤 
などがあります。 


ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回以上必す 
掃除してください。 

ごみ、ほこりなどでフィルタがつま 
ると、異常燃焼のおそれがあります。 


居室内給油禁止 

給油は、必す火の気のないところでおこなつ r 
ください。 

火災のおそれがあります。 



0 


可燃物との距離を離す 


燃えやすいものや障害物 
とは、必ず図に示す距離 
をとって設置してください。 
特に力ーテンなどがファ 
ン ヒーター にふれないよ 
ろにしてください。 

火災の発生するおそれが 
あります。 


I mi 

1 00 cm 以. 



1 5 cm 以上 


100 cm 以上 


• 壁などに近づけすぎますと、本体内部が過熱して安全 
装置が作動することがあります。 















































傾き•振動注意 


水平な場所で使用してください。 
振動の激しいところでは、使用しな 
いでください。 

異常燃焼や誤作動の原因になります 


△ 注意 (CAUTION) 

^保管時にしていただくこと 



正常燃焼の確認 

正常に燃焼していることを確か 
めてください。 （12 ページ参照） 


>燃焼に必要な空気の濃度が薄くなる高地(標高 500 m 
〜1500 m ) では、高地調整が必要です。 

(11 ページ参照） 



温風に直接あた! D ない 


温風に直接長時間あたら 
ないでください。 

低温やけどや脱水症状に 
なるおそれがあります。 


お子様、お年寄り、病気の方などがお使いになる場 
合は、周囲の人が十分注意してください。 

衣類などを乾燥した場合、素材によっては色あせす 
ることがあります。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、温風吹出□付 
近が高温となりますので、手などふ 
れないでください。 

やけどのおそれがあります。 


»小さいお子様のいるご家庭では、特に注意してくだ 
さい。 



灯油の保管 

灯油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射日 
光をさけた場所に保管してください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれがあ 
ります。 


❶ 


長期間使用しないとき又は保管するときは、必 
ず灯油を抜いてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくだ 
さし、。 

火災のおそれ；^あります。 


❶ 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

€ 


長期間使用しないときは、電源プラグを抜いて 
ください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 


電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり及び金属 
物を除去してください。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁不良になり、 
火災の原因になります。 


次の場所では使用しない 

火災や予想しない事故の原因になります。 


❶ 


0 


鲁水平でない場所、不安定な場所 
參風のあたる場所、部屋の出入□及び屋外 
參マントルビースなどフアン ヒーター が囲われる場所 
籲ほこりや湿気の多い場所 
參不安定な物をのせた棚などの下 
♦可燃性ガスの発生する場所又はたまる場所 
拳直射日光の当たる場所、温度の高い場所 
參動 • 植物の育成 • 栽培など人のいない場所 
參標高が 1 500m を超えるような高地 
籲理 • 美容室、クリーニング店などスプレーや化学薬品 
を使う場所 


日常のお手入れ時の注意 

日常の点検 • 手入れは必ずおこなつ 
てください。 

点検 • 手入れは消火後ファンヒータ 
一が十分冷えてから、必す電源ブラ 
グをコンセントから抜いておこなつ 
てください。やけどや感電のおそれ 
があります。 （17 〜18ページ参照） 


❶ 



分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 






































△注意 ( CAUTION ) 

\ 

運搬するとき A 

ファンヒ-夕-を運搬する場合は、織タンク 
を抜き、油受け皿内の灯油を抜いてください。 

運搬の途中で灯油がこぼれて周囲を汚すおそれ 
があります。 

変質灯油禁止 

0 

変質灯油（持ち越した灯油）、不純灯油（水•ご 
みなどが混入した灯油など）を使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼や故障のおそれがあります。 

廃棄するとき 


❶ 

_ / 

フアンヒーターを廃棄処分するときは、必す給油タンク_固定タンク内の灯油を給油ポンプなどで抜き取 
ってください。 （18 ページ參照） 

灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わぬ事故になるおそれがあります。 


お願い (NOTICE) 

灯油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談くださし、。 


_使用する場所 

効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

參外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気がフアンヒーターで暖められ、 
温風として対流しますので効果的です。 



温風の循環を妨げないで 

參温風吹出□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物があると、部屋の温度にむらができるばかりでなく、本体の温度が上昇 
して危険です。 


參温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 





ノ 


•熱に弱いカーぺツトや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることが'あります。 

熱に強いマツトなどを敷いてください。 

•移動するときは引きすらないでください。床面、置、カーぺツトに傷をつけたり、本体底面の塗装がはが 
れ r さびの原因になるおそれがあります。 






































國各部の名称 

外観図 • 構造図 


iiAiJ 


油量計(側面）- 

To 

タンク室フタ 

操作部 • 表示部 

6 . 7.8 


過熱防止装置 
燃焼確認窓 

T2 


温風吹出口 

T?" 


前パネル 


置台 



詳しい説明のあるページです。 


給油タンク 

■ 


給油口 

To 


とつて 


ウルトラサイン 

~ 8 ~ 


オイルフイルタ 

回 


電磁ポンプ 


固定タンク 

T8 


jfsij 


ルームサーモセンサー 



温風空気取入口 

17.19 


燃焼空気取入口 


(エアーフイルタ) 

03 


電源コード 


























































































操作部 • 表示部 


注）イラストは説明のため全部点灯_表示した状態にしてあります。 




温度表 


現在時刻表示 


時計合せ表示 


タイマー合せ 
(時刻）表示 


デジタル表示部 表示切換 


設定温度室内温度 

^Tt8\ 


參運転中（タイマー運転中） 

左側：設定温度表示 (12 で〜 30° C ) 
右側：室内温度表示 （ 0° C 〜35で） 


設定温度室内温度 



參停止中（タイマーセツト中) 
"時計合せ"消灯 
左図は牛後10時35分の例 


設定温度室内温度 


午前 8:ヨ0 

時計合せ 


"時計合せ"点灯 

左図は午前8時30分に t ツトの例 
5秒以上放置するとに戻ります 


"タイマー合せ"点灯 
左図は牛前6時30分にセツトの例 
5秒以上放置すると^に戻ります 

設定温度室内温度 


設定温度室内温度 

午前 c • m 

UJU 

タイマー合せ 



再通電表ホ 


自動消火予告表示 



設定温度室内温度 


電源プラグをコンセントに差しこんだとき(現在時刻が 
未 セツ ト)や停電後の再通電のときの表示 


oF 15 点滅 



消し忘れ消火装置による自動消火15分前〜 

タイマー運転による1時間自動消火15分前〜 

"15 "の箇所は、 1 分経過するごとに"'…と減算し 


白動消火表示 


エラー 表示 


設定温度 室内温度 


01 

c 

c 


設定温度 

室内温度 


EEI 


ていきます。 

" of f 点灯 

消し忘れ消火装置による自動消火 
タイマー運転による1時間自動消火 

£卩表示：対震自動消火装置の作動 

※再度、点火操作をしてください。 

その他の£表示については、 19 ページを参照してください。 













































































操作部 • 表示部のなまえとはたらき 


1回押すごとにデジタル表示が切りかわります。 
(操作音：ピッ） 


詳しい説明のあるページです。 


運転時：温度 
停止時：時刻 


タイマー合せ 


運転が1時間燃焼するごとに1分間点滅 
して、換気時期をお知らせします。 

換気表示にたよらす1時間に 
1〜2回必す換気してください。 


QDtyOTM 0000000 


タイマー運転キー 


タイマー運転のセツトをするときに押 
します。 

また、タイマー運転中、タイマー運転 
を解除するときに押します。 

(操作音：ピツ） 

タイマ— セツ ト状態と タイマー 運転時 
にランプが点灯します。 


圆 


油切れにより、自動消火する20〜40分位前と 
自動消火したときに点滅します。 

油切れによる自動消火時は運転ランプが早い 
点滅となります。 



チャイルド□ックキー 
チャイルドロック表示 

チャイルドロックのセット • 解除 
をするときに3回押します。 

(操作音：ピッ） 

チャイルドロックがセット状態の 
ときに n "® が表示されます。 


秒速点火キー Q 3 

秒速点火のセツト_解除をするときに押します。 
( 操作音 t ツト：ピツへ 
V 解除：ピピツノ 

秒速点火 t ツト時ランプか'点灯します。 


ウルトラサイン緑 M 2-13- 16 | 


運転状態 

点灯状態 

アラーム音 


通常運転時 

点 灯 


タイマー運転時 

点 灯 


自動消火15分前 

遅い点滅 

(ピー•ピー•ピー） 

自動消火10分前 

遅い点滅 

(ピー•ピ ピ) 

自動消火3分前 

早い点滅 

(ピー•ピ ピー） 

白動消火 

消 灯 

(ピー•ピー•ピー） 

ウルトラサイン赤 園 


運転状態 

点灯状態 

アラーム音 


油切れで自動消火 
する20〜40分位前 

遅い点滅 

(ピピピッ•…） 

油切れで自動消火 

早い点滅 

(ピピピッ ••) 

V 


ノ 


























































































運送時の傷を防止するために操作部 • 表示部の表面に保護シートを貼っていますので、取り除い 
てください。 

(コーナー部分にセ□八ンテープを貼り付け、しヽつしよにはがすとより簡単に取り除けます。） 


キー操作は、1回(ピ ッ） と2回(ピ ピッ) の操作音で操作内容をお知らせします。 


高地切替スイッチ r - 1 

高地切替表示 ^ 

標高が 500 m 以上の場所で使用する場合にセットします。 

高地コースに t ットされているときにが表示されます。 


運転キー（運転ランプ） 

凹 (LTOA odd 8008 ' 

£^■3 緑— 

点火-消火するときに押します。 
，操作音点火時：ピッ 、 
k 消火時：ピピッノ 

V 

入/切 

ランプ点 滅 

点灯 
ノ 早い点滅 

予熱中 
帥 

なんらかの原因で自動消火 

_ y 


時刻合せキー [JE 

温度キー S 3 

現在時刻とタイマー時刻を合わせるときに押します。 

時（一 ） ：時合わせ（操作音：ピピツ） 

分 （+) :分合わせ（操作音：ピツ） 

V _ 

設定温度を変えるときに押します。 

-( 低）：温度を下げる（操作音：ピピツ） 

+ ( 高）：温度を上げる（操作音：ピツ） 


延長時間セレクトキー 〇3] 

運転を延長するとき、運転残り時間を t レクトするときに押します。 
(操作音：ピッ） 

1回押し： 3時間 
2回押し： 2時間 
3回押し：1時間 


















圓使用前の準備 


使用前の準備 


包装箱からフアンヒーターを出す 

•包装箱からフアンヒーターを取り出し、緩衝材を取り除いてください。 


•包装箱、緩衝材はファンヒーターの保管に必要です。また、取扱説明書も忘れず 
に保管し r ください。 


參次のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありません。 

• 固定タンクに少量の灯油が残っている。 

* オイルフィルタがぬれている。 

•温風吹出□から見える燃焼筒（炎を囲んでいる筒）が変色している。 


上緩刪 ®) f ^找衝材(右） 

-タンク押え 



使用燃料 

燃料は必ず灯油 ( JIS 1 号灯油)を使用してください。 

鑄 I △危険 I ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に使用しないでください。火災の原因になります。 
籲 IA 注意 I 変質灯油、不純灯油は絶対に使用しないでください。 

參添加剤や助燃剤などは使用しないでください。 

參灯油は必ず火気 ■ 雨水_ごみ_高温および直射日光をさけた場所に保管してください。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(火の気のない所でおこなってください。） 



灯油の保管のしかた 


•灯油は必ず火気、雨水、 
ごみ、高温および直射日 
光をさけた場所に保管し 
てください。 

•直射日光が灯油を変質さ 
せるため、着色した灯油 
用のポリタンクをお使い 
ください。 



変質灯油•不純灯油とは- 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
灯油 

0 


容器のふたが 
開けてあったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
た灯油 


0 


水 • ごみや灯 
油以外の油が 
ほんのわすか 
でち混入した 


灯油 


長期間日光に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した灯油 

0 

參極度に変質したものは、黄色味がかったり、すっぱい昊いがし 
ます。 

參灯油はシーズン中に使いきりましょう。 




変質灯油の見分けかた 


コップに水を入れ、その上に灯油を入れて、背 
後に白い紙をあてます。 


良質灯油 変質灯油 



水と同じ 

無色透明 %：._/ 



少しでも色が 
ついている灯油 


• ただし無色透明でもすっぱい臭いがすれば変質灯 
油です。 


■変質灯油や不純灯油を使用すると、| ■変質灯油や不純灯油を使用したときは… 

機器の故障の原因になります。 ^ •給油•固定タンク内の灯油を抜き、きれぃな灯油で2〜3回洗 
•気化筒に夕ールがたまり、白煙が出て点火しにくく f つてから使用してください。（悪い油が残つていると再発します。） 

打へ f - IQ 強い臭しヽか'して' 消火しにくくなりキす 「 •悪い油を抜きとつても効果のなしヽときは、お買い求めの販売店 
•異常:^焼や途中消火など故障の原因になります。 I 又は、お近くのコロナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

し ノ 


• 変質灯油、不純灯油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の対象外となります。 


•変質灯油の処理でお困りの場合は、灯油をお買い求めの販売店にご相談ください。 
















































































適量位置 


一分 


給油は必ず消火してから火の気のないところでおこなってください。 


1.給油タンクを取り出し、給油□を開く 

②あける^^^參オープンつまみを強く引いて、給油□を 
開いてください。 

才ープンつまみ> — 

• 燃焼中は絶対に給油タンクを取り出さない 
でください。 

'給油タンクは、ぶつけたり落としたりしな 
いよラ、ていねいに取り扱つてください。 

①強く引く 



2.給油する 



參市販の給油ポンプなどを使用して、油量 
計を見ながら給油してください。 

參油量計の半分くらいまで色が変わったら、 
給油をやめてください。 


給油口 


»灯油か'油量計のところまで入ってくると、 
黒色に変わってきます。 

•給油□に力を加えて変形さ 
せますと、油漏れの原因に 
なりますので、変形させな 
いでください。 

»給油ポンプの ホースが 抜け 
ないよラ注意し r ください。 



運転ランプ 
給油タンク 
タンク室フタ 



3.給油□をしめる 


0^主意給油□は、確実に「バチン』と音がするまで図 


の位置を強く押してください。 

給油□を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 
給油タンク油量計側を左にして、静かに fe ツトしてください。 
正しくセツトしないと、油漏れや故障の原因になります。 

參給油□の幷部などに、ごみなどがはさまっている場合は取 
り除いてください。 


強く押す 

□ックの確認 


持ち上げる 

給油□をしめたあと、先端を指で持ち 上 

げ、開かないことを確かめてください。 


〇 X 


I 注意 


• こぼれた灯油はよくふき取ってください。 

•給油タンクが正しくセツトされていないと、不着火や途中消火の原因になります。 


> 注意1 給油は必す消火してからおこない、ファンヒーターの近くでは絶対に給油しないでください。 

I 冷えたところで給油し、給油量が少ない（半分以下）場合は、給油□を開いたまま、しばらく室温になじませてから tz ットして 
ください。 




參固定タンク内の灯油が少なくなると 

•給油表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（赤）……遅い点滅 
•アラーム音ピピピツ 

でお知らせしますので早めに給油して 
ください。 


>給油しないで使用し続けると、油切れ 
となり、自動消火します。 

•運転ランプ . 早い点滅 

•給油表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（赤）……早い点滅 
•アラーム音ピピピツ 

でお知らせします。 


給油予告 


給油タンク 


固定タンク 




(_) 


給油表示 

〈点滅〉 


ウルトラ 
サイン(赤） 

〈遅い点滅〉 

アラーム 

〈ピピピツ〉 



•灯油がなくなって消 
火した場合は、必す 
給油してから点火操 
作をおこなつてくだ 
さい。 

給油をしないと再運 
転できません。 


給油 


給油の手順と注意 


油量計 
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点火前の準備と確認 


水平な場所に設置 

水平で安定のよい床の上に設置してください。 


翁水平に設置されていれば、対震自動消火装置は自動的にセツトされます。 

* 傾斜した場所や、振動の激しい場所で使用すると、燃焼不良の原因になります。又、対震 
自動消火装置が正しく作動しません。 



油漏れの確認 

置台 • 給油タンクに、油漏れ • 油たまりや油のにじみがないか確認してください。 


* 油漏れのときは、使用を中止し、給油タンクを取り出してからお買い求めの販売店にご相 
談ください。 



電源の接続 

電源プラグをコンセントに刃の根元まで確実に差しこんでください。 


、 ノ 


電源プラグ•コードの発熱•発火を防ぐために… 

籲電源は、必ず適正配線された单相10 0 V のコンセントを使用してください。 

♦電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用_他の電気器具とのタコ足配線をしな 
いでください。 

• 電源プラグの抜き差しは、必ずプラグを持っておこなってください。 

* ほこりなどの付着がないか、ときどき点検 • 掃除をしてください。 



高地補正 


標高が 500 m を超える場所では、酸素不足により黄火燃焼(赤火）になる場合がありますので高地補正 
をしてください。 


注意 I 標高1,500 m を超える高地では使用しないでください。一酸化炭素中毒の原因になります。 


標高500〜1 ,OOOm 



〈標高が 500 m 以上の主な都市〉 

長野県一松本市、岡谷市、飯田市、調訪市、小諸市、 
伊那市、佐久市、大町市、茅野市、塩尻市、駒ヶ根市 
山梨県一富士吉田市 
岐阜県一高山市 
栃木県一日光市など 


〈操作部断面〉 





— 


1J 

p 

1 

」 

■ 

高地切替スイッチ 


高地切替表示 


高地切替スイッチ 



低/時 


•ウルトラサインの右にある高地切替スイッチをつまようじなどの細 
い棒状のもので1回押します。表示部に 「 S GO 」 と表示され 
ると設定完了です。 （「 SGG 」 の表示は、3秒間で消えます。） 


標高1，000〜1，500 m 



♦ウルトラサインの右にある高地切替スイッチをつまよ〇じなどの細 


い棒状のもので2回押します。表示部に 「 IGGG 」 と表示され 
ると設定完了です。（「幻00」の表示は、3秒間で消えます。） 



高地切替表示 


高地切替スイッチ 


定温度室内温度 


nri 


uu 


タイマー表示切換 

(S) 

\チャイルドロック秒速点火 


もとに戻す場合(高地補正の解除または500 m 以下での使用) 


參もとに戻す場合(高地補正の解除または 500 m 以下での使用)は、高地切替スイッチを2回、または1回押してください。 

•表示部に 「 Gj と表示され、>5^表示が消えると、高地補正の解除は完了です。（「0」の表示は、3秒間で消えます。） 
- - 
































































































圓使用方法 

点火 


〈予熱中:点滅〉— 〈運転中:点灯〉 



〈ウルトラサイン:点灯〉 


•運転ランプが点滅します。 

•ウルトラサインが点灯します。 

•デジタル表示部に「設定温度」と「室内温度」が表示されます。 

•予熱が完了すると自動点火し、運転ランプが点灯に変わり運転を開始します。 


•着火時、放電音と同時に着火音を発しますが、異常ではありません。 

* 点火操作から放電（着火）まで、室温により多少変化しますが、約2分30秒の予熱時間がかかります。 

(低温時 （ 5 " C 以下）は、予熱時間が通常より約1分程度長くなります。） 

• 点火時や消火時には、白煙や臭いがでますが異常ではありません。 

(寒いときの点火時には、燃焼ガス中の水蒸気が白く見えるため、通常より多めの白煙が出ます。） 


炎の状態の確認 


參着火しましたら、燃焼確認窓から燃焼状態を確認してください。 


•出荷時に燃焼状態を調節してあります。万一、燃焼状態が不適正の場合は、お買い求めの販 
売店にご相談ください。 



正常燃焼 

青い炎の中に少し黄色い炎が混じ 
つている。 

f パーナが赤熱することか'あります'1 
I が異常ではありません。 ) 

. ノ 

I I II II II II ' 


X リフト燃焼 

X 黄火燃焼 

炎が飛んだり浮いたりし、音や臭 

黄色い炎が連続して全周に出てい 

いが出て、立消えすることがある。 

る。 




■初めてのご使用 • シーズン初めの初使用時には . 

♦給油タンクをセツトしてから、4〜5分位待って点火操作をしてください。 

•防鎬油や塗料などが焼けるため、煙や臭いがでます。しばらくの間、換気をしながらご使用ください。 

•送油経路の空気だまりなどにより、1回で着火しないことがあります。点火操作を2〜3回くりかえしてください。 

♦着火時、送油経路への空気の混入により、煙や臭いが発生し、一時的に炎が大きくなることがありますので、温風吹出□に顔 
を近づけたり物を置いたりしないでください。 

• 予熱時間が通常より少し長くなることがあります。 

V_ y 
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消火 


運転 キーを 押す 


•消火し、運転ランプ及びウルトラサインが消灯します。 



• 消火操作後、約3秒後に燃焼を停止します。 

* 消火後、本体内部が冷却するまで送風フアンが回ります。送風が止まるまで電源プラグを抜かないでください。 
* 消火操作後は、火が消えていることを確かめてください。 

* 消火時、電磁ポンプの制御音（ヒューンというような音）がします。 


■ニオイカツトメカとは… 

電子制御電磁ポンプで、臭いの原因となっていたノズル先端に残った灯油を吸引し、消火時の臭いの元となる灯油を残しません。 


«緊急時以外に、ファンヒーターに強い衝撃を与えたり、電源プラグを抜いての消火はしないでください。 
* 消火直後に再点火すると、着火音が多少大きくなります。 

»むやみに点火、消火をくりかえすと、臭いの原因になります。 

»冷却用の送風ファンが回らすに消火した場合（電源プラグを抜いての消火、停電、過熱防止装置の作動) 
は、本体上部や温風空気取入□が熱くなります。 


消し忘れ消火装置 


万一の消し忘れを防止するため、点火操作後3時間で自動消火し、アラームと〇卜 f 表示の点灯でお知らせします。 




運転を延長するとき（延長時間セレクト) 


延長時間せレクトキーを押す 



テヤイルドロック秒速点火 


•連続で運転したいときは、自動消火する前に延長時間セレクトキーを押してくださ“ 
抻したときから、さらに設定した時間だけ運転を継続します。 

•延長時間 t レクトキーを1回押すごとに、運転残り時間が次のように選べます。 


3 時間 


2 時間 


設定温度室内温度 


岭 


設定温度室内温度 


ヨ H 





會 



延長時間セレクトキーを押している間、デジタ 
ル表示部には延長時間が表示されますが、手を 
放すと自動的に温度表示に切りかわります。 


警告]長時間連続して運転するときは、お部屋の換気に十分気をつけてください。 
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室温の調節 

温度キーを押す 


參温度キーを押して希望の温度に合わせてください。 

押すごとに1でずつ変わり、押し続けると連続して変わります。 

參デジタル表示部の設定温度を見ながらセツトしてください。 （12 で〜 30° C までセツトできます。） 

參一度セツトすると電源プラグを抜いたり、停電などがないかぎり設定温度は記憶されます。 

♦初期設定温度は22てです。 

♦ルームサーモセンサーにより、設定温度に®じて自動的に火力調節をおこないます。 

籲ルームサーモ t ンサーはフアンヒーター周辺の温度を感知していますので、お部屋の温度計とは数値が一致しないことがあります。 
籲フアンヒーターに直射日光やすきま風があたっていたり、他の光熱器具の影響を受けている場合には、ルームサーモセンサーが 
正確に作動しません。 



連! 


タイマー 表示切換 

(^) 


秒速点火 


点火時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ秒速点火をセツトし r おくと、運転キーを押し r すぐに点火できます。 

秒速点火キーを押す 

參秒速点火ランプが点灯します。 

•秒速点火ランプを点灯しておきますと、点火 
操作後約5秒で点火します。 

參秒速点火を解除するときは、もろ一度秒速点 
火キ_を押して、秒速点火ランプを消灯して 
ください。 



• あらかじめ秒速点火ランプを2分30秒以上点灯しておかないと、秒速点火しません。 

* 秒速点火は〗8時間たつと自動的に解除されます。 

• 秒速点火ランプが点灯しているときは、運転停止中のみ約1 00 W の消費電力がかかります。 

* タイマ— 運転に すると 秒速点火は自動的に解除され、速秒点火キーを押しても秒速点火ランプは点灯しません。 
• 消火直後に再点火した場合、再点火に5秒以上かかることがあります。 

• 低温時は点火時間が延びることか'あります。 


!• »秒速点火ランプが'点灯しているときは、運転停止中でも本体上部や温風空気取入□が'熱くなります。 


チヤイ J レド□ック 


お子様のいたすら操作を防止します。 

お子様などによるいたずら操作の防止や、誤って運転キーを押しても点火しないよろにしたいときに使用します。 



チャイルドロックキーを3回押す 


人/切 


裏/分 




3秒以内に 
3回押す 


^=>) t 延長) 


低/時 


>チャイルドロックキーを3秒以内に3回押してください。 

運転中または停止中でもチャイルドロックできます。 

>表示部に〃《と表示されると t ット完了です。 

>チヤイルドロックの解除は、再度チャイルドロックキーを3秒以内に3回押し r ください。 


チャイルドロック表示 



春運転中にチャイルドロックをセットすると、セット中は運転停止（消火）操作以外は受け付けません 。X 
* 停止中にチャイルドロックをセットすると、セット中はすべての操作を受け付けません。※ 

※：但し秒速点火の解除とチャイルドロックの解除操作は受け付けます。 

*3 時間自動消火時及びタイマー運転による自動消火時にチャイルドロックを解除する場合、運転キーを1回押して roF f 1 
表示を解除してからおこなってください 。 QoF F |表示を解除しないと、チャイルドロックの解除はできません。 
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現在時刻の合わせかた 


1.時計合せ表示にする 


設定温度室内温度 


高/分 ろ/切 


表示切換 ㈣ ，" 

^ 沒 i^^MI ^)® 



參表示切換キーを押して、デジタル表示部を時計合せ表 
示にしてください。 

•未セツトの場合、初期表示は牛後12:00となります。 


時計合せ 


2.時刻を合わせる 


タイマー表示切換 


設定温度室内温度 


高/分 A / 切 


㊃ ⑭匕 8: 糧膽 

/■ N /，叙 C ^. 


’め 



秒速点火 


[例]牛前8時30分に時刻をセツト 



•時刻合せキー（時）•（分）を押して、デジタル表示部 
の時刻を合わせてください。 

參キーを押しつづけると、表示は連続して変わります。 


時刻を合わせるときは、午前、午後をまちがえないよう注 
意してください。 

5秒間操作がないとき、デジタル表示は自動的に元の表示 
にもどります。 


タイマー運転 


籲タイマーけ専用です 

セツトした時刻になると運転を開始し、設定温度になるよろ火力調節をします。 

•点火後1時間運転すると、自動的に消火します。 

安全にご使用いただくため、点火後1時間で自動消火し、アラームと 0 FF 表示の点灯でお知らせします。 
(タイマーランプは点灯） 


タイマー運転のしかた 


1.タイマー合せ表示にする 



へ 參表示切換キーを押して、デジタル表示部をタイマー合 

せ表示にしてください。 

參現在時刻の合わせかたと同様にして希望のタイマー時 
刻に合わせてください。 

* タイマー時刻は、1度セツトすれば記憶されます。 

籲未セツトの場合、初期表示は午前5:00となります。 

• 5秒間操作がないとき、デジタル表示は自動的に元の表示に 
もどります。 


2.タイマー運転キーを押す 

タイマー運転キーを押すと運転が停止し、設定の時刻になると運転を開始します。 

•運転中、または運転キーを押した後、タイマー運転キー 
を押してください。 

參タイマーランプが点灯し、デジタル表示部は時刻表示 
に切りかわります。 

•タイマー運転を解除したいときは、運転キーを押して 
ください。タイマーランプが消灯します。 

參合わせた時刻になると、自動的に運転を開始します。 
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タイマー運転について 


タイマーで運転を開始した場合は、点火後1時間で自動消火します 


タイマー運転中 


運転 

令 


運転ランプ 

〈消灯〉 

ウルトラサイン 

〈消灯〉 

タイマーランプ 

〈点灯〉 



自動点火 

W 

運転ランプ 

51 転ノ 〈点灯〉 

ウルトラサイン 

〈点灯〉 

(^ r ) i タィマーランプ 

〈点灯〉 



• 自動消火の15分前より 「of I 表示とウルトラサインの点滅及びアラームで消火予告さ 
れます。 （7 ページ参照） 


自動消火 

運転ゾ 

運転ランプ 

〈消灯〉 

凹 Q 5 TI ^ ocfiiflooB 

^ウルトラサイン 

(( 

)) 〈消灯〉 

今 

タイマーランプ 

〈点灯〉 

| oFF | 

デジタル表示 

〈点灯〉 

(«•») 

アラーム 

〈ピー•ピー•ピー〉 


続けて運転したいと苦は . 

1.タイマー運転キーを押し、タイマー運転を解除します。 2.延長時間 t レクトキーを抻します。 （13 ぺージ参照) 


V 




表示切換 

% 
秒速点火 


警告]長時間連続して運転するときは、お部屋の換気に十分気をつけてください。 


ノ 



* タイマー運転は、特に周囲に可燃物がないことを確認してください。 

* タイマー t ツト時刻を確認するときは、表示切換キーを押して、デジタル表示部をタイマー時刻表示に 
してください。 

* 未 t ツトの場合や電源プラグをコン 1 Z ントから抜いたとき、停電後再通電したときは、タイマー運転は 
しません。 

再度、現在時刻合わせ•タイマー時刻合わせをおこなってください。 


ウルトラサインの消灯 


ウルトラサインを消灯させたいときに使用します。 



〈ウルトラサイン:点滅〉 


温度 キーの@キーと©キーを 同時に押す 



•停止中に温度キーの©キーと©キーを同時に5秒間押してください。 

#2回（ピピツ）の操作音とウルトラサイン（緑）が2回点滅して、ウルトラサインの消灯モードがセツトされます。 
•ウルトラサインの消灯モードを解除し、点灯モードにするときは、停止中にもう一度温度キーの©キーと©キーを 
同時に5杪間押してください。 

#1回（ピツ）の操作音とウルトラサイン（緑）が1回点滅して、ウルトラサインの消灯モードが解除され点灯モード 
に切りかわります。 


• ウルトラサインの消灯モードでは、自動消火と給油予告をアラーム音でお知らせします。 

* 消火後の本体冷却中、タイマー運転中、秒速点火のセット中、チャイルドロックの t ット中は、ウルトラサインの消灯モードの 
t ット • 解除はできません。 

* 電源プラグをコンセントから抜いたとき、停電後再通電したときは、ウルトラサインの消灯モードは解除されます。 
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圍日常の点検•手入れ 

点検•手入れは、消火後フアンヒーターが十分冷えてから、必ず電源プラグをコン tz ントから抜いて 
おこなつてください。 


燃焼部の分解、電気部品の分解や市販品との交換は絶対にしないでください。 
•フアンヒーターおよびその周辺は、いつもきれいに掃除し r おいてください。 

♦故障 ■ 破損したものは使用しないでください。 


使用ごと 


周辺の可燃物の点検 


❿ 厂也注意1 ファンヒーターの周辺には燃えやすいものを置かないでください。 

\_ y 


油漏れ•油のたまり•油のにじみの点検 


參油がもれていたり、油のたまり、にじみがないか点検してください。 

參油漏れのあるときは、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

\ _ / 


週に一回以上 


エアーフィルタの掃除 


注意1 エアーフイルタが、ごみやほこりで目づまりすると燃焼不 
良の原因になります。 

參エアーフイ ルタをはずして、掃除機又は、ブラシできれいに掃除し 
てください。 

* 水洗いをしたときは、よく乾燥させてから取り付けてく 
ださ,、 

•エアーフイルタをはすしたままで使用しないでください。 
(はすしたままでご使用されますと、ごみ • ほこりなど 
が送風経路に侵入し、異常燃焼の原因になります。） 



温風空気取入口の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどが付着すると風量が減少し、本体 
内部の温度が上昇して過熱防止装置が作動することがあります。 

參掃除機又は、ブラシできれいに掃除してください。 


Gsm •ルームサーモセンサーをむやみに曲げたり、ひっぱった 
りしないでください。 

•羽根や内部にごみやほこりなどが多く付着したときは、 
お買い求めの販売店又は、修理資格者のいる店などに点 
挨依頼されることをおすすめします。 



温風吹出口の掃除 


温風吹出□に付着したほこりなどが焼けたり、白く変色することがあ 
ります。 


•本体や温風吹出□の汚れは、本体が冷えてから、しめらせたやわら 
かい布でふき取ってください。しつこい汚れは中性洗剤を使用し、 
十分からぶきしてください。 


* 温風吹出□はホー□一仕上げですので強い力を加えない 
でください。変形したり、ホー□一がはがれたりして掃 
除の際にけがをするおそれがあります。 
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月に 1 回以上 


対震自動消火装置の点検 


鲁燃焼中に本体をゆすり、対震自動消火装置が作動して消火するか確認してください。 
作動するとデジタル表示部に〇を表示します。 

• 対震自動消火装置は絶対に分解しないでください。 


シーズンに1回以上 


オイルフィルタ • 固定タンクの掃除 


オイルフィルタや固定タンクに水やごみがた 
まると、給油タンクに灯油か'入っていても‘… 




点火しない- \ eo ]-\ eE 

炎がリフトし、臭いがする 

点火しても途中消火する- \ E '- i \ 

給油表示が点滅し、運転しない 


1.オイルフイルタを取り出す 



固定タンクからオイ 
ルフィルタを取り出 
してくださし、。 



參オイルフィルタの中の水や 
ごみを取ってからきれいな 
灯油で洗ってください。 

參ごみが取れにくい場合は、 
歯ブラシなどを使うと便利 
です。 


3.ごみや水を抜く 



>固定タンク内にたまっているごみ 
や水を市販の給油ポンプなどで抜 
いてください。 

»固定タンクの底にたまったごみや水- 
灯油をふき取った場合は、ティッシュ 
などを固定タンクの中に残さないでく 
ださい。残した場合、故障や異常燃焼 
の原因になることがあります。 


4.オイルフイルタを t ツトする 

•オイルフイルタをもとどおりにセツト 
してください。 


圓定期点検 


長期間ご使用になりますと、器具の点検が必要です。 

參2年に1回程度、シーズン終了後などにお買い求めの販売店又は、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会 
(TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術管理士）など〕のいる店などに点検依頼 
されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年 ご 使用の石油 フアン ヒーターの点検をぜひ！ 


こんな症状は 
ありませんか 

•油もれがする。 

•強いにおいがする。 

#運転中に異常な音がする。 

•その他の異常や故障がある。 


參こぼれた灯油はよくふき取つてください。 


•オイルフイルタを取り出すとき、水やごみを固定夕 
ンクに落とさないよろ注意してください。 


•つ ィルタ部を破損させないよう注意してください。 

•フィルタ部に水が付着した場合は、十分に乾燥させてください。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連絡ください。 
点検 • 修理についてのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


* 水洗いは絶対にしないでください。水で洗ラと灯油が'通過しなくなります。 

•オイルフィルタ及び固定タンクの掃除をおこなっても、点火しない • 炎がリフトし臭いがする • 途中で 
消火する場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 


点検•その他 
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圓故障 • 異常の見分け方と処置方法 

安全装置が作動して自動消火し、デジタル表示部に f 表示でお知らせします。 

運転キーを押し（表示は消えます)、処置をしてください。処置後も f 表示するときは、お買い求めの販売店にご相談く 
ださい。 

(修理を依頼されるときは、 f 表示値をお知らせください。） 



表示 原因[安全装置] 処置方法 



♦強い地震や振動、衝撃を受けたとき 
• 本体を傾けたとさ 


[対震自動消火装置の作動] 


• 水平で安定した場所で使用してください。 
♦地震によって作動した場合は、周囲の可 
燃物、本体の損傷、灯油のあふれなど異 
常がないことを確認した後、点火操作を 
してください。 

(作動後は自動的にセツトされます。） 



♦途中失火したとさ 
■点火ミスをしたとき 
■異常燃焼をしたとき 
* 不良灯油を使用したとさ 
•送油経路に水または、ごみがたまってい 
るとさ 

• エアーフィルタの目づまりによる燃焼用 
空気不足のとき 

• シリコーン配合の商品を使用したとき 

シリコーン配合の商品には、ヘアートリー 
トメントやムースなど枝毛用ヘアケア類 


• 日常の点検 • 手入れ （17. 18ページ参照） 
をしてから点火操作をしてください。 

• 良質の灯油を使用してください。 

♦送油経路の水抜き、オイルフィルタの掃 
除をしてください。 

• エアーフィルタを掃除してから点火操作 
をしてください。 

■シリコーン配合の商品を使用すると、点 
火しない、途中消火する原因になります。 
お買い求めの販売店にご相談ください。 


の化粧品や、家具や床のつや出し剤など 
があります。 

\ . 


[不完全燃焼防止装置の作動] 
[点火安全装置の作動] 
[燃焼制御装置の作動] 


(作動時） （復帰時） 


停電したとき 
電源プラグが抜けたとき 


[停電安全装置の作動] 


通電後、点火操作をしてください。 

電源プラグを確認してください。 

過熱防止装置が作動した場合は器具が冷 
却するまで通電しません。 


m 


(作動時） （復帰時）（作動時） 


温風空気取入□や温風吹出□がふさがつ 
すことき 

温風吹出□の前面に障害物などがあるとき 


[過熱防止装置の作動] 


本体が冷えてから、温風空気取入□や温 
風吹出□の点検 • 清掃、周囲の確認をし 
た後、点火操作をしてください。 


c c 


万一の消し忘れを防止するため、点火操 
作後3時間で自動消火します。 


[消し忘れ消火装置の作動] 


点火操作をしてください。 
(12 ページ参照） 


C 


E2 棚 


電気系統の故障です。 


お買い求めの販売店にご相談ください。 


n 


Ei 
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•具合の悪いときは、次の表も参考にして点検 • 処置をしてください。 

•処置方法により処置しても良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


r 

現 象 

原 因 \\ 

点 

火 

し 

な 

い 

白 

煙 

が 

出 

Z 

す 

ぐ 

と 

ま 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

が 

昊 

う 

使 

用 

中 

消 

火 

す 

る 

赤 

火 

で 

燃 

え 

る 

炎 

が 

U 

フ 

卜 

す 

る 

油 

漏 

れ 

が 

す 

る 

f 表示 

N 

処置方法 

EIJ 


Eh ! 

EF ! 

電源プラグがコン tz ントに差しこまれていない 

• 











コンセントに確実に差しこむ 

停電中である 

• 











通電されるまで待つ 

対震自動消火装置が作動した 




• 





• 



再点火操作をする。安定した場所で使用する 

給油タンクに灯油がない 

• 











給油する 

給油□がしっかりしまっていない 







• 





給油□をしっかりしめる 

不良灯油を使用している 

• 

• 

争 

• 


• 


• 




良質の灯油を使用する 

送油経路に水または 、ごみがたまっている 

• 

• 


• 


• 


• 




送油経路の水抜き、オイルフィルタの掃除 
をする 

給油タンクの装着が悪い 

• 



• 








固定タンクに正しく装着する 

オイルフイルタが取り付けられて■ない 

• 



• 








固定タンクに正しく装着する 

送油経路接続部がゆるんでいる 



• 

• 


• 

鲁 





販売店に修理を依頼する 

エアーフイルタが目づまりしている 








• 




エアーフィルタを掃除する 

過熱防止装置か 1 乍動した 

温風吹出□がふさが 
れている 



• 

• 






• 


障害物を取り除く 

温風空気取入□がほ 
こりでつまつている 



• 

• 






• 


温風空気取入□を掃除する 

室温異常上昇防止装置が'作動した 




# 







• 

窓をあけ、部屋の換気をする 

消し忘れ消火装置が作動した 




• 








再点火操作をする 

<チャイルドロックがセットされ r いる 

• 











チャイルドロックを解除する y 


次のような現象は故障ではありません。 

參修理を依頼される前にもろ一度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

火 

時 

消 

火 

時 

初めて使用するとき、煙や臭いがでる。 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。しばらく窓をあけて換気をしてくだ 
さ (A 

初めて使用するときや、シーズン初めの初使 
用時に1回で着火しない。 

固定タンクに灯油がみたされるまで4〜5分位待って点火操作をしてくだ 
さい。 

送油経路の空気だまりなどにより、1回で着火しないことがあります。 

2〜3回点火操作をくりかえしてください。 

点火時や消火時に白煙や臭いが出る。 

点火時や消火時の多少の白煙や臭いは異常ではありません。 

燃焼開始時や消火後に「ピチ • ピチ」音か'する。 

器具本体が'熱により膨張、収縮するためです。 

燃 

焼 

時 

炎がオレンジ色に輝く。 

下記のような場合炎がオレンジ色に輝くことがありますが異常ではありま 
せん。 

♦海岸に近い所など空気中に塩分が多い場合 
♦空気中にほこりや水分が多い場合 
• 超音波加湿器を使用している場合 

使用中にときどき「ポコ_ポコ」音が'する。 

給油タンクから固定タンクの方に灯油が流出するときの音で異常ではありま 
せん。 

使用中にときどき「コト•コト」音がする。 

電磁ポンプの動いている音で異常ではありません。 

使用中にときどき「シュッ • シュッ」音が'する。 

灯油が気化するときの音で異常ではありません。 

そ 

の 

い也 

温風吹出□が汚れる。 

「日常の点検•手入れ」 （17 ページ）にしたがい掃除をしてください。 

_ y 


点検•その他 
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圓部品交換のしかた 

部品交換のときの注意 

喊緣 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が必要な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格者 
〔(財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理士)など〕のいる販売店にこ'相談ください。 


部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 
消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 


( ■特に消耗 • 劣化しやすい部品 

■長期間の使用によ0 

■変質灯油 • 不純灯油の使用により 1 

(高温火炎中で使用される部品） 

消耗 • 劣化しやすい部品 


劣化しやすい部品 

♦点火プラグ 

♦バーナヘツド 

參オイルフイルタ 

♦炎検知器（フレームロッド） 

^籲炎検知器(フレームロッド） 

♦バーナヘツドリンク' 

* ポンプフイルタ 

♦気化筒 參電磁ポンプ 


圓保管(顯間使用しない場合） 

おしまいになるときは、電源プラグをコン t ントから抜き、次の要領でお手入れしてから保管してください。 


1.灯油を抜き取る 

•給油タンクと固定タンク内の灯油を抜き取ってください。 
(18 ページ參照） 


•水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや穴あ 
きの原因になります。 

•灯油を抜かないと、保管時にこぼれたり、にじみ出 
たりして危険です。 



2.掃除をする 

•オイルフィルタの掃除をする。 （18 ページ参照） 

•エアーフィルタ • 温風空気取入□の掃除をしてください。 

(1 7ペー'つ'参昭、 

掃除機などでごみやほこりを取り除いてください。 

•温風吹出 □ ■ 本体の掃除をしてください。 （17 ページ参照） 
しめらせた布で汚れを落としてから、からぶきしてください。 



3.保管する 

參包装箱に入れて、湿気のない場所に水平に保管してください。 
取扱説明書も大切に保管してください。 


* 逆さにしたり、傾けたり、横倒しの状態では絶対に 
保管しないでください。 

抜けきれなかった灯油がもれて火災のおそれがあり 
ます。 



ノ 
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圓仕様 


型 

式 

の 

呼 

び 

FH-M257Y (基本型式 FH-M256Y) 

種 





類 

気化式 • 強制通気形 • 強制対流形 

点 


火 

方 


式 

高圧放電点火 

使 


用 

燃 


料 

灯油 (JIS1 号灯油） 

燃 

料 

消 * 


最 

大 

0.243 L/h 

!里 

最 

小 

0.064 L/h 

暖 

房 

出 

力 

最 

大 

2.50 kW 

最 

小 

0.66 kW 

騒 



音 

正面） 

33dB (最大燃焼時） 

21dB (最小燃焼時） 

油 

夕 

ン 

ク 

容 

量 

3.6 L 

燃 

焼 

継 

続 

時 

間 

14.8 時間（最大燃焼時） 

標 


準 

適 


室 

木 造 ii .5 rrf (7 畺)まで 

コンクリート I 5 rrf (9 畳)まで 

外 


形 

寸 


法 

高さ 390mm 幅 3 12mm 奥行 307mm (置台を含む） 

質 量 

7.9 kg 

rHii 

电 

源電圧 

及び 

周波 

数 

100V 50/60HZ 

定 

格 

消 

費 

電 

力 

点火時最大 600/600W 
燃焼時 15/15W 

電 

流 

ヒ 

IL 

一 

ズ 

管形ヒューズ 10A 

安 


全 

装 



対震白動消火装置過熱防止装置点火安全装置燃焼制御装置 



直 

停電安全装置不完全燃焼防止装置消し忘れ消火装置 


國ア フターサービス 


保証につし、て 


•このコロナ石油フアンヒーターには保証書がついています。 

「お買いあげ日•販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管し r ください。 
•保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

•次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象になりませんので注意し r ください。 

• 変質灯油や不純灯油など、また灯油以外の燃料使用による故障や事故。 

• 誤った使用方法による故障や事故。 

• シリコーンか'原因の修理。シリコーン配合の商品を使用したとき。 

\_ 


修理を依頼されるとき 


•本書の「故障•異常の見分け方と処置方法」（19_20ページ）の項にしたがって調べても良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、お近くのコロナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

1^1の呼び1保証書をごらんください。 

* お買いあげ日 

• 故障状況（できるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所 • ご氏名 • お電話番号 
•修理に際しては、保証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたがって無料修理させていただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコロナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 



■保証期間が過ぎているときは 


•お買い求めの販売店にこ'相談ください。修理によって使用できる製品についてはお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石油フアンヒーターの補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後6年です。 

理に出されるときは 

•輸送時や運搬時に給油タンク_固定タンク内に灯油が残ったままですと、傾きや振動で灯油がこぼれることがありますので、 
_必ず抜き取ってください。_ 
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